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～AI 人材・開発企業の集積、地域エコシステム発展を目指して～ 

実践的 AI 人材育成・実証プログラム「札幌 AI 道場」がスタートします！ 
 

札幌における AI 分野の産学連携組織「Sapporo AI Lab」（以下、札幌 AI ラボ）では、札幌に

おける AI 人材や AI 開発企業の集積、AI 開発の地域エコシステムの発展を目指して、実践的 AI

人材育成・実証プログラム「札幌 AI 道場」を本年８月からスタートさせます。 

本プログラムの開始にあたり、プログラムの参加者及び AI プロジェクトの実証の題材となる

実際のビジネス課題を公募いたします。 

また、「札幌 AI道場」開設を記念したキックオフイベントを 8月 4日に開催いたします。 

 

１ 「札幌 AI 道場」概要 

(1) 背景・目的 

札幌の IT企業群と北海道大学を中心とした学術研究機関、札幌市では、「AI の社会実装を

先導する都市さっぽろ」の実現を目指して、2017 年 6 月に産学官が連携し「札幌 AI ラボ」

を設立し、これまで AI人材育成や AI を活用したビジネス創出支援をはじめとした各種取組

を鋭意推進してまいりました。 

これら産学官の取組を通じて、人材育成では累計 1,000 人を超えるスキルアップを支援し

てきたほか、地場 IT 企業間、学術研究機関との共同研究・開発、業務提携などの連携協業

事例や、AI を活用したサービスを提供するスタートアップが生まれるなど、地域のエコシス

テムが形成され、着実にその成果が表れつつあります。 

他方、この数年、社会全体のデジタル化が加速し、AI の活用領域が広がる中で、国内全体

で AI 人材は依然として不足しており、札幌の IT・AI 開発企業群においても、拡大する AI

開発の需要に十分に対応するには至っていません。 

また、人口減少下での持続的な経済成長を実現するためには、生産性の向上やイノベーシ

ョンの創出が不可欠であり、AI技術等の活用はますます重要になりますが、地域の中小企業

における AI 活用は、十分に広がっているとは言い難い状況です。 

こうしたことから、札幌 AI ラボでは、札幌における AI 人材の育成、AI 開発企業の集積、

地域企業間の協業や地域発の AI 開発の促進を目的として、実践的 AI 人材育成・実証プログ

ラム「札幌 AI 道場」をスタートさせるとともに、AI 開発案件の連携協業体制として「札幌

AI ラボパートナー制度」を構築いたします。 

本年、札幌 AI ラボは設立 5周年、札幌市は市政施行 100 周年の節目を迎えます。次なる 5

年、そして 100 年を見据えた新たなステージを向けて、これらの施策を中核として、AI 開発

を共に学び、実践し、そして成長する地域のエコシステムの発展を目指します。 

 

(2) AI 道場とは 

札幌 AI 道場は、実課題に基づく課題解決型 AI 人材育成（PBL）と AI 開発の実証（PoC）

を同時に行うプログラムです。 

本プログラムの特徴は、次のとおりです。 

 従来の座学中心の授業とは異なり、道内企業が抱える実課題を題材としたプロジェクト形

式で学習します 

 参加者・ITにおいては、実課題に基づくケーススタディを通じて、座学では得られない実

践的な開発の経験が得られます 

 課題提供企業においては、自社に適した AI 導入の把握、AI モデルの試験的な構築ができ、

PBL を通じて成果の高いものは、継続して事業化を支援します 
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 (3) 全体像 

 
 

(4) 参加者の公募概要 

① 対象 AI 人材育成を行いたい IT 企業、個人 

（市外企業、フリーランスや学生も可。ただし選考あり。） 

② 参加定員 20 名程度 

③ 選考基準 

・一定水準のプログラミング能力を有すること 

・一定水準の AIに関する知識を有すること 

・誠意をもってプロジェクト遂行に貢献できること 

④ 演習方法 

・対面＋オンラインのハイブリッド形式 

・週 4時間程度の演習 

⑤ 参加報酬 

プログラム参加費は無料。実際のプロジェクト遂行を行う対価として、参加報酬を支払

います（報酬額は運営事務局までお問合せください）。 

⑥ 応募方法 

参加を希望される方は、メールにより、①氏名、②所属（企業、大学等）、③連絡先（メ

ールアドレス、電話番号）、④志望動機、⑤これまでの業務経験についての情報を提供し

てください（申込期限：8月 10 日）。 

後日、運営事務局から選考に関する連絡をいたします。 

応募宛先：札幌 AI ラボ事務局 staffs@s-ail.org 

 

(5) 課題提供企業の公募概要 

① 対象 AI によりビジネス課題を解決したい中小企業 

（市外企業も可。ただし選考あり。） 

② 選考数 3社 

③ 選考基準 

・AI 導入により真に企業の成長が期待できること 

・円滑な演習実施のため、ヒアリングに協力できること 

・一連の活動についての公表を了承いただけること 

・本事業内で活用するデータを提供いただけること 

④ 費用 

・本事業範囲における PoC に対して対価は請求しない 

⑤ 応募方法 

課題提供を希望される方は、メールにより、①企業名、②担当者名、③連絡先（メール

アドレス、電話番号）、④課題の内容の情報を提供してください（申込期限：8 月 10 日）。 

後日、運営事務局から選考に関する連絡をいたします。 

応募宛先：札幌 AI ラボ事務局 staffs@s-ail.org 

 

(6) 実施スケジュール（予定） 

７～８月 参加者、課題提供企業の公募  



９月～翌２月 演習実施 

成果発表会 ２月 

 

(7) 札幌 AI ラボパートナー制度について 

札幌において AI 企業を集積させ、国内外からの開発案件を地場で受注可能とする受け皿

となる「札幌 AIラボパートナー制度」を 2022 年度中に構築します。 

 

 (8) プログラム運営体制 

・実 施 主 体：札幌 AI ラボ 

（ラボ長：川村 秀憲 北海道大学大学院情報科学研究院 教授 

事務局：札幌市・一般財団法人さっぽろ産業振興財団） 

・運営事務局：株式会社調和技研（代表取締役社長 中村 拓哉） 

・協   力：北海道大学大学院 情報科学研究院 調和系工学研究室 

・後   援：一般社団法人日本ディープラーニング協会（予定） 

 

２ 「札幌 AI 道場」開設式（キックオフイベント） 

(1) 日時 2022 年 8 月 4 日（木）15：00～18：00 

(2) 会場 HOKKAIDO×Station01（札幌市中央区北 5西 5 JR GOGO SAPPORO 6 階） 

(3) 定員 30 名（要事前申込） 

(4) 参加対象者 

札幌 AI 道場への参加に関心のある方（IT 企業にお勤めの方、学生等）、 

実証の課題提供に関心のある方 

その他、札幌 AI道場及び本イベントに興味のある方など、どなたでも参加可能 

(5) 参加料 

無料。交流会参加者は 1名 1,000 円 

(6) プログラム概要 

① 開設式 15：00～17：00 

○開設挨拶 札幌市副市長 石川 敏也 

○基調講演 札幌 AI ラボ ラボ長 兼 札幌 AI道場 最高師範 川村 秀憲 氏 

（北海道大学大学院情報科学研究院調和系工学研究室 教授） 

 「札幌 AI ラボのこれまでとこれから。 

～次なる成長に向けた地域エコシステムの発展を目指して～」 

○道場解説 札幌 AI ラボ 事務局長 兼 札幌 AI 道場 総師範 中村 拓哉 氏 

（株式会社調和技研 代表取締役） 

○クロストーク  

ゲスト：一般社団法人日本ディープラーニング協会 事務局長 岡田 隆太郎 氏 

② 交流会 17：00～18：00 

(6) 参加申込 

以下の受付フォームから申込 

（申込期限：８月１日まで ※先着。定員到達次第、受付を終了いたします。） 

https://docs.google.com/forms/d/14t6Q1R1oqMwKZN54aVrKXO_lu06Kvflp_WeE6eBSY6c/edit 

 

【お問合せ先】 

＜本件リリースについて＞ 

札幌市経済観光局イノベーション推進課 

吉田、松岡 TEL：011-211-2379 E-mail：it.contents@city.sapporo.jp 

＜「札幌 AI 道場」について＞ 

 株式会社調和技研 

  経営企画部 広報担当 E-mail：pr@chowagiken.co.jp 

＜「札幌 AI 道場」開設式について＞ 

一般財団法人さっぽろ産業振興財団 IT 産業振興課 

  佐々木、山下 TEL：011-807-6000 E-mail：it-pro@sec.or.jp 

 

https://docs.google.com/forms/d/14t6Q1R1oqMwKZN54aVrKXO_lu06Kvflp_WeE6eBSY6c/edit

